
隊員本人の顔が
分かる写真

佐賀県 長谷川 晶規 地域コミュニティ活動

【年 齢】
33歳

【出身地】
大阪府茨木市

【転出元】
大阪府吹田市

【前 職】
看護師

【活動時期】
R４.６～

（１年目）

出身の大阪に戻る前に、瀬戸内海の島で訪問看護師とし
て島中の家を訪問する仕事をしていました。各家には個人
的な文化があり、島には島の文化があり、いろんな人の生
活文化、暮らしを見聞きする中で「島での暮らし」に興味
を持つようになりました。以前住んでいた島は橋でつな
がっていたので、離島に住んでみたいと思うようになりま
した。観光地化していない独特の文化のある島を探してい
たところ、佐賀県の島で、人の話を聞き、記憶を記録する
人を探していると知り、応募しました。

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス） hasegawa-akinori@pref.saga.lg.jp 
（電話番号） 050-5236-8213

任期中の目標は、佐賀の７つの島の文化慣習を面白おか
しく文化的に本にするミッションを行うのはもちろんです
が、島の人が少しでも元気に暮らしたい場所で暮らしを続
けられるように、心身ともに健康であれるように、さりげ
なくお手伝いできたらと思っています。任期後の目標は、
日本にある過疎化の進んだ知名度の低い島々の魅力を写真
や文章を通して、少しでも多くの人に島の情報を届けて、
関係人口を増やしていく活動をしていきたいと考えていま
す。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●7つの島を取材し聞き書きアルバムづくり
昔の文化や慣習は伝承することが少なくなっていま

す。島の人へのインタビューを通して、アルバム（本）
にまとめることをしています。島の行事、仕事、慣習、
暮らしを取材、雑談して月に１度取材した内容を写真、
イラストをもちいて、島内新聞を作成し、各島への情報
伝達として配布しています。

●島人の写真撮影
スマートフォンやデジタルカメラの普及により、現像

する文化がなくなりつつあります。昔のアルバムをみな
がら、懐かしむ瞬間は心に残ります。島の取材を通して
家族写真や行事撮影を行い、現像して写真として形に残
す活動をしています。

●食文化の交流
島ならではの料理の作り方を教えてもらい、一緒に

作ったり、隊員の得意料理のたこ焼きやお菓子づくりを
通して、島にはない食を提供している。隊員と島民の両
方にとって新鮮な食文化のコミュニケーションを図り、
日常に近い食のイベント活動をしている。
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